
JP 2009-79331 A5 2010.11.11

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第５区分
【発行日】平成22年11月11日(2010.11.11)

【公開番号】特開2009-79331(P2009-79331A)
【公開日】平成21年4月16日(2009.4.16)
【年通号数】公開・登録公報2009-015
【出願番号】特願2007-250607(P2007-250607)
【国際特許分類】
   Ｄ０２Ｇ   3/32     (2006.01)
   Ａ４１Ｂ  11/00     (2006.01)
   Ｄ０２Ｇ   3/38     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｄ０２Ｇ   3/32    　　　　
   Ａ４１Ｂ  11/00    　　　Ｅ
   Ｄ０２Ｇ   3/38    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年9月24日(2010.9.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
カバリング糸の芯糸として、繊度が３０～８０ｄｔｅｘの弾性繊維を用い、巻き糸として
８～１５ｄｔｅｘのポリアミドマルチフィラメントを用いたシングルカバリング糸であっ
て、下記式により算出される被覆率Ｃが８０％以上であることを特徴とするカバリング糸
。
ポリアミドマルチフィラメントを一列に並べたときの長さＬ（μｍ）

【数１】

弾性繊維をポリアミドマルチフィラメントで取り囲む時の外周長Ｒ（μｍ）
【数２】

被覆率Ｃ（％）＝Ｌ／Ｒ×１００
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ただし、Ｄｎ＝ポリアミドマルチフィラメントの繊度（ｄｔｅｘ）
Ｄｕ＝弾性繊維の繊度（ｄｔｅｘ）
ｆ＝ポリアミドマルチフィラメントのフィラメント数
Ｄａ＝ポリアミドマルチフィラメントの密度（ｇ／ｃｍ３）
Ｄｂ＝弾性繊維の密度（ｇ／ｃｍ３）
【請求項２】
ポリアミドマルチフィラメントの単糸繊度が０．５～０．９ｄｔｅｘであることを特徴と
する請求項１記載のカバリング糸。
【請求項３】
請求項１または２記載のカバリング糸をレッグ部の少なくとも１部に用いることを特徴と
する着圧ストッキング。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
【数２】

【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】

【数４】
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